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中高ドイツ語叙事作品に見られる表現技法
一『哀れなハインリヒ』を手がかりに
『ザクセン宝鑑』の表現と比較して－
武市修
1 ° はじめに
中高ドイツ語文学ではジャンルを問わず、韻律規則に則り一定の許容
範囲の中で行のリズムを整え脚韻を踏むことがほぼ絶対必要条件であっ
た。詩人たちはその枠内で彼らの美的世界を如何に内容豊かにして簡潔
に表現するかに心血を注いだ。筆者はこれまで叙事文学作品を中心にそ
の独特の表現形式を明らかにすべ<、中高ドイツ語叙事文学の代表的作
品である『ニーベルンゲンの歌』 (Mbe/""g移""ed)、『クードルーン』
(肋〃"")、『イーヴァイン』 (/we加)、「パルッィヴァールj (〃吃加ﾉ)、
｢トリスタン』 （乃加α")、『イタリアの客人』 (Der晩酌clieGqs/)に現
われる用例を分析し、迂言的表現とさまざまな語形の二つの観点から詳
細に検討してきた。具体的には、前者ではtuonの代動詞用法、現在分
詞や不定詞を伴う複合形による迂言表現、名詞dinc,ere,hant,liebe,lip
等による書き換え表現を調べ、後者では主として動詞legen,ligen,sagen,
lazenの縮約形と本来の語形との使い分けを明らかにした。
さらに、そこで取り上げた作品はすべて脚韻文学であるので、散文作
品との比較によってこれらが押韻文学独特の表現技法かどうかを確認す
べ〈、 目下、法害ではあるが当時の優れた散文作品としても評価されて
いる『ザクセン宝鑑』 (StJcIIse""ege/）を調査の対象にしている。過去
2度にわたり取り敢えず韻文で書かれた280行の序文&に見られる表現形
l これまでの序文についての考察では、アイケ(EikevonRepgow)自身によって
書かれた部分と、アイケの死後あとで付け加えられたとされる部分を区別しない
で等しく扱ったが、本稿でも、当時の低地ドイツ語を伝えているという観点から
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式を調べたので、本稿では当該作品の本文「封建法」 (lantrecht)の第
一部を詳細に検証し、最後に、中高ドイツ語文学作品として『哀れなハ
インリヒ』 (De'α'噸eHE〃/c/i)を取り上げ、そこに現われる中高ドイ
ツ語叙事文学作品に見られる独特の表現技法を確認したい。
2． 「ザクセン宝鑑』に見られる表現
2.1.代動詞don
ヘルマン．バウル(HennannPaul)の『中高ドイツ語文法』(M"eﾉｰ
/ioc〃庇"応c/ieGrqm"α倣,1966)によれば、「しばしば動詞tuonは新高ド
イツ語ならたいてい同じ動詞が繰り返される場合に、先行する動詞の代
わりに用いられる｣2．このようなtuonの代動詞用法は中高ドイツ語文学
作品では頻繁に見られる。筆者は、代動詞tuonの用例を分析し、代動
詞機能にもさまざまなパターンがあることを示すとともにmonのいろ
いろな語形が押韻のために用いられていることから、多用されるtuon
の代動詞用法が押韻文学と関連付けられるのではないかと推論した3。『ザ
クセン宝鑑』にはmhd.monに当たるこのようなdonの用例は、先に見
た序文の部分にはl例もなかったが、本文第一部には次の2例見られる
(下線は筆者、以下同様)。
l) Ungetweiderbruderkintdestatandemelede,darsculdereunde
－
armtosamenegat;alsodutdesusterkint.(1,3,3)
両親が別々でない兄弟の子たちは、肩と腕が連結する関節に位
置する。 （両親が別々でない）姉妹の子たちもまた同様である。
2)setWeinsekmitderkostodernedun,(1,13,1)
同様にとくに区別しない。
2 Paul,Hermann:ル""e//Iocﾙ火"IscheGra加加α"k.19． AuHage,b arbeitetvonW.
Mitzka,2.Druck(=Paul/Mitzka),TUbingenl966,S.281,9386.
3 Thkeichi,Osamu:,Zu Ersatzverb/"o"".In:Moqc/iwisse"sc/iq/il7,Heft2,1992,
S,200－221．
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彼らが家計を別にしていようが、別にしていまいが、
1）は遺産を相続する権利の順位について述べるくだりで、血縁関係の
程度［＝親等］を人体の関節になぞらえて比嶮的に説明した部分である。
両親が頭に相当するとすれば、その両親の子どもたちは首の関節に位置
し、そのまた子どもたちは「腕と肩が連結する関節に位置する」という。
この例ではalsodutがその前の述部statandemelede(その関節に位置
する）を繰り返す代わりの代動詞用法である。kintはどちらも複数なの
にそれに対応する動詞はstatとdutのように単数形になっている。この
個所は中部ドイツ語のレクラム版でも同じ<alsotunと代動詞になって
いるが、動詞はsten,tunとどちらも主語に合わせて複数形である。主語
と動詞の数の不一致はその前の関係文中の動詞gatも同様である。ここ
でも主語はsculdereundeannと複数なのに、動詞は単数形になってい
るが、 レクラム版ではここも動詞はgenと複数になり文法的一致を示し
ている。のちにも触れるように、我々の低地ドイツ語の版では文法的不
一致がしばしば見られる。例2)では再帰動詞sektweinをdunが代用し
ており、ここは動詞も文法どおり複数形を示している｡dunは認容文に
おける接続法であろう。レクラム版でもsizweiensichmitderkostadir
entonと代動詞表現になっている。
2.2．縮約形
古高ドイツ語stantan,ganganの縮約形に由来するとみなされる中高ド
イツ語stan,ganの直説法現在3人称単数形はstat,gatであるが、前々
稿4で示したとおり、 『ザクセン宝鑑』の序文には、中高ドイツ語叙事作
品には現われないその別形steit(V.48)およびundersteit(V.125)と
geit(V.221)が見られた。これらの語形は本文ではどうなっているの
だろうか。例l)では本来の語形としてそれぞれstatとgatがl例ずつ現
われているが、 これはむしろきわめて稀な例で、この語形はその他には
4武市修「『ザクセン宝鑑」に見られる表現技法｣、関西大学『独逸文学』第57号、
2013年、62-64ページ参照。
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1,38,3(bestat)1例と1,63,4(gat)l例のみで、あとはすべてsteit
とgeitで、steitが8度、geitが14度およびuntgeit5度の19例である5．次
にその例を示してみよう。
3) AIsedeheresciltin'mesevendentosteit,alsotogeitdiusibbe
in'mesevenden<kne>.(1,3,2)
ヘールシルトが第7のそれで終わるように、親等も第7（の関節）
で終わる。
ここではsteitとgeitがそれぞれ副文、主文において、いわゆる副詞的
前置詞、今で言う分離前綴りtOと続け書きされている。これに対し中
部ドイツ語のレクラム版では上のtosteitとtogeitはどちらもtogetとな
って分かち書きされている。ちなみに、レクラム版ではこれらの縮約形
に関しては、この個所以外も我々の版のsteitは1,3,3のstat以外はすべ
てstet形、geitは2個所のgat(1,3,3と1,63,4))以外すべてgetの形で
ある。 したがって、前々稿の例8)に挙げた我々の版のundersteitに相当
するレクラム版の個所の縮約形versteitは行末で押韻するための特別な
例であることが分かる。念のためにレクラム版のその個所を示しておこ
う。
4)Wersichrechtesversteit,
wemeliep,wemeleit,
Wemeschade,wemevrome
immerdarnachkome,
Rechtsprecheherundevare,(V.125-129)
法によく通じている者は
たとえそのために喜びが生じようと、
苦しみが生じようと、
1,3,3(2).1,8,2.1,25,3.1,61,2
1,3,2.1,17,1.1,20,1.1,43(2)
untgeit:1,15,2.1,18,2.1,51,5'
(2).1,63,4.
l,45,1.l,53,1.1,60,2.1,61,1.1,61,5.l,62,9
1,53,1.1,62,4.
5 steit
geit:
1,68,l.
1,3,2
1,2,4.
l,68,5
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不利益が生じようと利益が生じようと、
正しく語り行動すべし。
先述のように、中高ドイツ語で縮約可能な語の中でこれまで主として
legen,ligen,sagen,lazenについて縮約形と本来の語形との使い分けにつ
いて詳細に検証してきたが、 『ザクセン宝鑑』の「封建法」第一部には
他動詞legenについてはその3人称単数現在形legetがl例、過去分詞
gelegetが3例、人称単数現在形verlegetがl例と用例が非常に少なく、
我々の版ではすべてふつうの語形である。中部ドイツ語のレクラム版で
もlegetあるいはgelegit，verlegitのようにふつうの語形であるが、1個
所だけ過去分詞に縮約形が現われている。それを我々の版のこの個所の
テクストと併せて次に示すと、
5)Wennedergrevekumtz desgogrevendinge,sosaldes
gogrevengerichtenidersingeleit.(R1,58,2)
Swennedegrevekumttodesgogrevendinge,soscaldes
gogrevengerichtenedersingeleget.(1,58,2)
伯爵が伯爵領の代官の裁判集会に来れば、その裁判区の裁判は
停止されるべきである。
押韻の必要性はないので、なぜここだけ縮約形になっているのか、その
理由は定かでない。
さらに、 自動詞ligen(nhd."ege")にもレクラム版に次のように縮
約形がl例見られる。これも我々の版のテクストと並べて示そう。
6)binnendemegerichte,dadazeigeninnelit(Rl,21,1)
ー
binnendemegerichtedardategeninneleget(1,21,1)
その所有地がある裁判区内において
低地ドイツ語ではここは自動詞もligetでなく他動詞と同じleget形にな
っている。このように、概して低地ドイツ語の版では単語の綴り方にも
統一性が見られない。 legen,ligen以外にはsagenの直説法現在3人称単
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数形がウムラウトした形segetが3例と過去分詞形gesegetがl例とこ
れも用例は少なく縮約形はない6。また、中高ドイツ語では本動詞として
も助動詞としても多用されるlazenの低地ドイツ語形はlatenであるが、
我々の法害ではきわめて用例が少なく縮約形もない。
純粋に縮約形と言えないかも知れないが、これまで扱ってきた叙事作
品にはl例も見られない短縮形があるので、次にそれを見ておこう。
7) Sweaverdenanderenmitknuppelensleit,sodatemede ege
swellet,oderswedenanderenblutrunnichmaketanevleis -
wunde,(1,68,2)
もし誰かが他人を棒でもって、その打撃のために腫れあがるほ
ど打ちすえれば、あるいは、 もし誰かが肉まで達するほどの傷
ではないにしても、他人に血を流すようなことをすれば、
この例のsleitはslan(nhd.sc"age")の直説法現在3人称単数形で、こ
の個所にのみ現われる。この動詞は中高ドイツ語ではslahenであり、従
って低地ドイツ語形sl曲はその縮約形であろう。中高ドイツ語本来の3
人称単数形はslehtであるが、辞書によれば7その別形にslat,let,sleit
とあり、レクラム版ではここはsletとなっている8｡ところで、この例の
2個所のsweは不定関係代名詞で、前々稿の例15)で見たのと同じく、
中高ドイツ語作品でもよく見られるようにwe""ﾉemα"αの意味である。
6 seget:1,16,1.1,51,2.1,54,3.geseget:1,2,4.レクラム版では3人称単数形は3
例ともウムラウトしないsagetであり、過去分詞gesegetが用いられた部分はレク
ラム版では省略され現われていない。低地ドイツ語では不定形もseg(g)enとウム
ラウトした形が現われる。
7 BMZ,II2,366b,12iY:
8他に我々の版では本来の形で現われているのがレクラム版で縮約形になってい
る例としてvogetdincの3格vogetdinge(1,2,4)がvoitdingeに、degedingen(1,21,2;
1,68,2))がteidmgenとなっているものがある。
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2．3．否定表現
前稿で『ザクセン宝鑑』の序文に現われるすべての否定表現を分析し
た。その結果、一語による否定と二重否定の数が22対15と単一の否定の
方が多いことを確認したが、今回、 「封建法」の第一部に現われる否定
表現の用例をすべて集計すると9，圧倒的に二重否定が多いことが明らか
になった。序文は韻文であるため、音節の数に制約があるのに対し本文
は散文であるためその制約がなく、従ってここには、当時の一般的な否
定表現がそのまま表れていると思われる。以下にその調査結果を示し、
本作品における否定表現の特徴をまとめてみたい。
2.3.1.一語による否定
2.3.1.1.否定辞のみによる否定
2.3.1.1.1.除外文以外の単独否定
序文には否定辞､eのみによる否定は2例と少なかったが、ここでも
除外文を別にすると4例しか見られず、今回調査の対象になった258例
の否定の数からするとその出現率はきわめて低く、ほとんど例外的と言
える。 4例のうちl例はmhd.wizzenの否定に、eだけが用いられるの
と同じ場合、 2例は認容文において二者択一的に付け加えるoderneの
表現、 もう一個所は上位文の程度を表わす副文内に見られる。それぞれ
l例ずつ示すと、
8)AIsediukristenheitindersevendenwerltnenestedicheitnewet,
wolangesiustanscole,l on wetmenokandemsevenden
scilde,ofhelenrechtoderherescilthebbenmoge.(1,3,2)
キリスト教徒たちが第7の世にあってそれがどれほど長く存続
するかを確実に知らないのと同様に、人々は第7のヘールシル
トについてもそれが封建法あるいはヘールシルトを持ち得るか
どうか知らない。
9筆者の調べた限りでは全部で258例ある。ただし、ここでも否定辞を伴わない
weder…nochあるいはnoch単独の否定は数に入れていない。
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9)hesiemeevenbordichodernesi(1,9,2)
彼［＝封相続人］が彼と同等身分であろうとなかろうと
10)Soklagehe<aver>vord,d theeneberovethebbesinesgudes
undeemedesgenomenhebbealsovele,datitnichtundurersi,it
nesiwolkampwerdich.(1,63,1)
そして彼はさらに、彼［＝相手］が彼から彼の財産を奪い、 し
かも彼からそれを決闘に値するほど多くを奪った、 と訴えるが
よい。
8)にはmhd.wizzenに当たるwetenの直説法現在3人称単数wetが否定
された例が2度見られる。最初は従属接続詞alseに導かれる副文にお
いて、否定辞､eとともに否定語nene(ここはke腕eに当たる）で二重
否定になっているが、二つ目は主文において中高ドイツ語と同じく、e
のみによる否定であり、代動詞でなく同じ動詞wetが繰り返されている。
9)は接続法現在の認容文でoderのあとneのみによる否定であり、こ
こも動詞は同じsi(nhd.sej)が繰り返されている。レクラム版では動
51siなしでadirnichtになっている。認容文のoderneによる否定は例2)
に挙げたように、 l,13,1にもうl例見られ、そこでは先の動詞を繰り返
す代わりの代動詞donが用いられていた。
10)の最後のneは主文中のalsoの具体的程度を表わす従属接続詞dat
(nhd.伽s)に導かれる副文に従属する、接続詞のない副文の中に現わ
れる非常に難しい用例である。直訳すると、 「彼からそれを決闘に値し
ないほどよりわずかではないほど多くを奪った」ということになる。な
お、このdat文はniht単独で否定されている。これについてはのちに詳
しく触れる。
前稿で否定辞､eが重なったものとして〃jc〃の意味でneneが単独で
用いられている3例を挙げ、 さらに否定辞､eと並んでneneが名詞の前
に置かれてルe肋eに相当する二重否定2例を見たが、本稿で扱う部分で
はnen,nene,nenenの語形で否定辞を伴わなず単独の否定として7例見
られ、そのうち6例ではそれらが名詞の前に置かれ否定冠詞舵i〃に相
当する。従ってneneというこの形は否定辞､eと不定冠詞eneの融合形
と見るべきかもしれないが、取り敢えずこの項で扱うことにする。
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neneはl例のみ否定冠詞でなく名詞的に用いられ、しかも部分を表
わすと思われる2格を伴っている。それをレクラム版と並べて示そう。
1l)obsedesbelendenrichteresnenehebbenmogen(1,55,2)
absiedesbelentenrichtersnichtgehabenmogen(R1,55,2)
もし彼らが封授された裁判官を得ることができなければ
この例のneneは何か。構文の上ではhebbenが他動詞であるから、2格
のdesbelendenrichteresは直接の目的語ではなく、neneにかかる部分の
2格であろう。その場合はrichterは男性名詞なので、4格ならば次の
例12)のようにnenenとすべきであろうが、これまで見てきたように、
低地ドイツ語の版では概して、綴り方に今日のような正確さが見られな
い。レクラム版ではこのneneは〃jc紬の意味のnichtになっている。
12)Derichterescalovorsprekengeven,swenemenallererstbedet,
undenenenanderen,henewerdedesledichmitrechte.(1,60,2)
裁判官は代弁人として先ず最初に求められる人を与えるべきで
あり、他の人を与えるべきではない、その人が法的に資格がな
いのでない限り。
この例のnenenのみによる否定は、主文で述べられた内容に否定的に付
け加えるためであるが、残りの5例ではll)のように副文内に見られる
ものである。これについてはのちにまた触れることになる。なお、この
例の最後の部分は、次項で詳しく見る除外文である。
2.3.1.l.2.除外文
否定辞､eと接続法で表わされる除外文については、前々稿で序文に
2例のみ現われる用例を示したが、叙述の前提を否定的に制限する除外
文によるこのような表現は、本作品の本文第一部には全部で34度ときわ
めて多数見られる。文法書によれば、先行する叙述の例外が生じ得る条
件を示すという役割から、除外文はほとんど常に上位文に後置されると
いうことであるが、本稿で検証した34例はすべてそのとおり上位文に後
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置されている。先ず、除外文の部分がきわめて長い例から見よう。
13)Mennemachnemanneseggentoenenpapen,henesi
gelert,undegewiettoenenpapen,undemitscerenegetekenetto
papen,erenderadeanirstorve.(1,5,3)
人は何ぴとをも聖職者と呼ぶことはできない、その人がケラー
デを遺産として与えられる前に（ふさわしい）教育を受け、聖
職者に叙階され、ハサミで（剃髪して）聖職者の印を付けられ
ていない限りは。
ここでは主文に否定辞､eとnemannne(nhd."/e碗α"d)による二重否定
が表われて、 「人は何ぴとをも聖職者と呼ぶことはできない」という本
文の内容を限定する、否定辞､eとsinの接続法現在によって示される
除外文が以下に長々と続いている。なお、ゲラーデとは娘の結婚に際し
与えられる嫁資のことである。
文法書には、除外文中の接続法は上位文が現在の時は接続法現在、上
位文が過去の時は接続法過去であると述べられている'0。この作品は、
騎士が過去に克服してきた勲を詳しく述べる叙述が多い宮廷叙事詩と異
なり、法害という性格上過去の出来事を述べることはほとんど皆無であ
り、従って、除外文の上位文が過去という例も皆無である。ということ
で、除外文中の接続法の時制もほとんどすべて現在であるが、 l例だけ
接続法過去が出てくる。それを次に示そう。
14)Kampesmachokenmanweigeren,ofmenenegrotnamiddage,
itnewereerbegunt.(1,63,3)
また、人は午後に決闘を挑まれた場合、それを拒否することが
できる。ただしそれ［＝決闘の申し込み］がもっと早<に［＝
午前中に］行なわれた場合はこの限りではない。
現在時称の上位文に従属しながらなぜこの例のみ除外文が接続法過去に
lOPaul/Mitzka,a.a.0
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なっているのか。ここは、上位文の時よりも前に起こっていることを示
すためだと思われる。除外文だけでなく、接続法は本来、従属文である
ことを表わし上位文と時制の一致があり、上位文が現在の時は接続法現
在、上位文が過去の時は接続法過去で、接続法過去は過去のことを表わ
した。それが次第に今日のように話法性を示す用法へと変わる中で、中
高ドイツ語ではどちらの用例も多数見られる。しかし『ザクセン宝鑑」
では接続法で過去を表わすのは、ふつう以下の例16)のように完了の形
であり、 14)は本作品に現われる、接続法過去が過去のことを表わす数
少ない用例だろうllo
ところで、この例に現われる語形について述べると、machが助動詞
mhd.mugenの3人称単数mac(nhd.加""の意)、okはouch、enは不定
冠詞ein、manは名詞man、ofは接続詞ob、menは不定代名詞man、ene
は先行する主文の名詞enmanを受ける人称代名詞男性4格in、、aは前
置詞nachに当たる。除外文中のitは人称代名詞中性のez、rは副詞の
er(nhd.eher)に当たり、beguntはbeginnenの過去分詞である。このよ
うに、低地ドイツ語の綴りは中高ドイツ語とはずいぶん違いがある。
除外文はふつう否定辞ne+接続法で表わきれるが、動詞が一見する
と接続法でなく直説法のように見える除外文がl例ある。ちなみにレク
ラム版でははっきりと接続法で表わされ、ざらに副詞denneも添えられ
ている。それらを並べて挙げよう。
15)seneverwerketselve,(1,21,2)
sienverwirkesdenneselbir,(Rl,21,2)
彼女が自分でそれを台無しにするのでない限り、
verwerketは動詞verwerkenの直説法現在3人称単数形に見えるが、こ
こは次の例のようにverwerkeitの融合形と見るべきであろう。したが
ってここもverwerke'tと綴るべきであるが、先述したとおり我々の低地
ドイツ語の版ではこのように綴り方にむらがある。
ll この個所はレクラム版でもezenwereerbegonstと接続法過去になっている。
49
武市修
16)henehebbe'tselvegelovetoderborgenvorgesat(1,9,6)
彼がそれをみずから誓約したり、保証人を立てたりしてい
ない限りは
｢除外文は副詞danneを含むことがあるが、これはもとは時を表わす意
味をもっていたであろう。danneは次第にこの文タイプの形式的特徴を
付加する機能をもつようになり、 ［ ・ ・ ・ ］中世後期に、eが消失しその
後はdanne単独で（接続法と結びついて）除外文の形式的な印となる｣'2
が、我々の版にはdanneの母音が弱化したdenneを含む除外文は次のl
例だけである。
17)deklagenegadenneoppedenkoning(1,58,2)
－Ⅱ■■■■■■■■■－
その訴えが国王に向けられたものでない限りは
この例ではgaが動詞ganの接続法現在で、否定辞､eおよび副詞denne
とともに除外文をなしており、 oppeは前置詞0fに当たる。ここはレク
ラム版もdeklageengedenneufdenkoningのようにdenneを伴って
いる。
2.3.1.2.否定語一語による否定
一語による否定に用いられるのはほとんどがnichtであり、31例見ら
れる。その場合、その用法は二つに分けられる。ひとつは、叙述の最後
に先述した対象と違うもの、ことを否定的に付け加える場合であり、 も
うひとつはふつうの叙述の中の否定である。それぞれl例ずつ挙げると、
18)Andemesevendensteitennagelundenichtenlet.(1,3,3)
第7には爪があり、関節はない
19)averdatwerltlekerechtdesnemensenicht.(1,26,a)
しかし世俗的な権利、それを彼らは得ることはない。
12 Prell,9S159
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18)のようなundenichtは全部で15例ある。一方undenicht以外のnicht
単独の否定は16例あり、その中で主文は19)を含めて2例のみ'3であり、
あとは例10)で見たようにすべて副文である。19)の個所に続く部分に
同じような内容で二重否定になっている主文があるので、それを示すと、
20)lantrechtneerwervetseaberdarmedenicht.(1,26,b)
しかしラント法（上の権利）を彼らはそれとともに得ることは
ない。
20)はレクラム版にもあり、そこでもlantrechtenerwerbensiabirda
metenicht(Rl,26,b)と二重否定になっている。
一語による否定に用いられている否定語はnicht31例とnene6例の他
にはnemanが2例のみ'4であり、先に見たようにneneは6例中5度は
副文中であり、 nemanもl例が副文である。このように見てくると、文
中での単独の否定はほぼ副文に限られていると言えそうである。
2.3.2．否定の重複
韻文で表わされた序文では一語による否定より二重否定の方が少なか
ったが、散文で書かれた本文では圧倒的に二重否定の方が多く、その内
訳は、否定辞､eと否定語nichtによる否定が128度とはるかに多く、また、
その多くが主文であるが、 しかし128例中関係文が12度、その他の従属
文が6度、さらに、定動詞が文頭に置かれた条件文が6度と副文でも24
度この二重否定が見られる。、eとnicht以外には、eとnenが31度、、e
とnemanが16度、、eとnimmerが2度、、eとnieが1度、、eと[ne-]
weder…nochが2例、、eとnochが2例である。いくつか例を示そう。
13 もう1例はdatverlusethedarmedenicht(1,4)．レクラム版ではここは二重否
定になっている。 1,26,aに当たる部分はのちに付け加えられた部分で、レクラム
版には入っていない。
14nemanのみの否定は1,52,4および1,63,4の2個所で、レクラム版ではこれらも
二重否定になっている。さらに、 l,21,2と1,55,1にnochを伴った例がある。
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21)Alledevanridderesartnichtnesin,denemoge renwiven
－I■■■■■■■■■ －
nichtgeventomorgengavewandatbesteperdoderve,datse
hebbet.(1,20,8)
騎士の生まれではない者はすべて、彼らの妻に新婚の朝の贈り
物として彼らの持っている最良の馬あるいは家畜以外に何も与
えることができない。
22)Lihchtnekandenvrowennemanbreken,newedernaborenerve,
nochnemanoppedendatgutirstirft,(1 21,2)
何ぴとも婦人から老後生活資金を取り上げることはできない。
のちに生まれた相続の権利ある者も、その財を遺産として残さ
れた何者も、
23)hekumttosimerechte,alsofhenievervestneworde(1,68,5)
あたかも追放処分を受けたことがないかのように彼は元の権利
を得るようになる
21)には、eとnichtによる二重否定が関係文と主文の両方に現われてい
る。主文中のnichtはgevenの目的語で"jc肋の意味の不定代名詞であ
る。この例でも、関係文と主文の動詞はsinとmogenのように主語に合
わせて複数になっているのに、二つ目の関係文中ではその複数を受ける
主語siに対し動詞はhebbetと文法的不一致を示している。
22)は否定辞､eとともにnemanが2度、さらにneweder…nochが添
えられた複合的な否定表現である。二つ目のnemanは関係代名詞den
の先行詞になっている。なお、先に挙げた例15)の除外文はこの例のあ
とに続く部分である。23)はnieが用いられた唯一の例である｡alsofは
α血o6に当たる。
さらに、 、eとともに同一文内に否定語が二つ現われる三重否定が次
のように3例見られるが、それらは否定の強調であろう。
24)darummenemachnenwifennemannenenegavegevenan
enneegene,nochanerervarenderhave,(1,31,2)
それ故に妻は彼女の所有地についても彼女の動産についても、
彼女の夫にいかなる贈与も与えることができない
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25)sodathenochnensinervenenegendaranberedennemach
かくして彼も、いかなる彼の相続人も、それに対して(1,34,2)
所有権を主張できない
26)Mennescaln mandetonenerklagedwingen,derhenicht
beguntnehevet.(1,62,1)
人はいかなる人にもその人が始めたのではないいかなる訴訟を
も強要すべきではない。
24)では否定辞､eの他に否定冠詞に当たるnenとneneが主語と目的語
に付き、ひとつの主文中に三度否定が表われている。レクラム版では
gaveに当たるgabeに冠詞がなく、二重否定になっている。
25)では副文中で同じ三重否定が見られ、さらにnochまで現われるき
わめて稀な例である。レクラム版ではここは否定辞がなく二重否定であ
る。26)はレクラム版でもManensalnimandezukeinerklagetwingen,
derhernichtbegonsthat.と同じく三重否定であるが、後半の関係文の
方は否定辞がなくnicht単独の否定になっている。
この作品の「封建法」の第一部のすべての否定表現を集計して詳しく
見てきたが、ここでは否定辞あるいは否定語単独による否定は少なく、
ほとんどの場合否定辞とその他の否定語による二重否定になっており、
それは主文、副文に限らない。ただ、除外文も含めて単独の否定はほぼ
副文に限られると言える。その傾向は中部ドイツ語版によりはっきり認
められる。また、これまで指摘していないが、否定辞､eはすべての用
例で定動詞の直前に置かれているのもこの作品の大きな特徴である'5。
15ただ次のl例だけ、今日の非分離動詞に当たるwedertonが分かち書きされた個
所のみ、eが前綴りの前に置かれている。レクラム版ではここは非分離動詞として
扱っている。それらを並べて示すと、
senewederdo'tbinnenerenrechtendinge(1,21,2)
sienwidertuezbinnenirenrechtenteidingen,(RI,21,2)
彼女がその適法な期間内にそれを回復しない限り
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3． 「哀れなハインリヒ』に見られる表現技法
3.1.代動詞tuon
中高ドイツ語文学作品においてtuon(nhd.r""）はきわめて多用され
る動詞のひとつである。今日のドイツ語ではmachenが用いられる多く
の場合、ここではたいていmonが現われる。machenに比べその頻度は
10倍以上である'6．その理由は、tuonの意味用法が広く、また、語形も
多様であり押韻に利用するのが非常に便利であったことにある。 「とり
わけ過去分詞get伽はhan,gan,klan,lan,plasan,w加等押韻相手の語
をたくさんもち、例えば『ニーベルンケンの歌』では293例中290,『パ
ルツイヴァール』では200例中196、ハルトマンでは214例中209、『トリ
スタン』では123例中118というように、get肋はほとんど押韻語とでも
言えるほどである｣17。『哀歌』 (K/ZIge)を含めてハルトマンの5つの叙
事作品にはtuonが全部で747度用いられているのだが、『哀れなハイン
リヒ』では比較的少なく42例である。それでもすべて押韻に用いられた
getan5例を含めて、全部で15の語形が見られる'8．
先述したように、 tuonの重要な機能の一つが先行する動詞の繰り返し
を避けてその代用をする用法である。この作品には次のように2個所に
代動詞tuonが現われている。
27)dazerderwerltewiderstuont,
alsallesinegelichentuont(135f)
彼と同じ病の人が皆そうであるように
彼も世間の人に疎まれた
28)dazbegundeerallezkeren/st&teclichenhinzegote/
16武市修『中世ドイツ叙事文学の表現形式」28ページ参照。
17同上書29ページ。
18getanS(5)の他にentetel(1),entuotl(1),get"tel(0),getete2(1)bt&te4(3),taten2(2),
tet3(3),tete3(2),tuo8(6),tuon2(O),tuonnel(0),tuont2(2),tuost4(2),tuot3(1)であり、
42例中29度は行末で韻を踏んでいる。
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undwartesinemgebote/bazdaneretrte.(1432-35)
その富を彼はすべて常に神にささげ、
これまでよりもっと神の思し召しに従った。
27)のwiderst伽は人の3格とともに〃z"wj伽'se伽「人にとって疎ましい」
の意味'9であり、この個所のtuonは辞書にも分類されているように20、
先行する動詞widersmontの代わりをし、それと韻を踏んでいる。28)
のwarteはwarteteの語中音が消失した短縮形であるが、ここは3格を
伴って「～に従う」の意味であり21，t&teはwarteの繰り返しを避ける代
動詞である。なお、接続法過去については、中高ドイツ語では比較の対
象を導く接続詞danの後ではふつう接続法になり、ここは主文が過去の
ため時制の一致で接続法も過去になっているためである。
上の2例ともmonはそれぞれの形で押韻に利用されているが、逆に
押韻のためtuonを使わないで同じ動詞を繰り返す例を次に示そう。
29)denderschOrundderhagelsleht
undderwacabetweht,
mitdemmanringetundieranc(791-93)
悪天候に見舞われたり雷に打たれたり
洪水に洗い流されたりする（畑)、
それを相手に格闘しているし、 これまでもそうでした
30)dazmichderwerltestieze
zuhteunderviieze
alssivilmanigenhatgezogen(701-3)
世間の甘い誘惑が
多くの人をそうしてきたように
私を足元に引きずり下ろすことを
19Vgl・BMZ,112,590a,24ff
20monのさまざまな用法の中で5番目として「先行する動詞の代わりをして」を
分類し、 この個所も含めて多数の用例を挙げている(Vgl.BMZ,III,142a,16ff:)｡
21Vgl.BMZ,II1,531a,14.
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29)ではringetと同じ動詞ringenの過去形rancが繰り返され次行のlanc
と押韻している。30）では2行目のzuhteは弱変化動詞zuckenの過去形
であり、 3行目末のgezogenは強変化動詞ziehenの過去分詞なので、た
またま意味が同じだが本来異なる動詞であり、ここに挙げるのは適当で
ないかもしれないが、押韻文学の表現の多様性を示すために敢えて示し
た。代動詞tuonはまた、次のように22完了でも用いられ得る。中高ド
イツ語の脚韻文学では何とかうまく押韻することが、何より求められ、
そのためにtuonが大いに利用されたのである。
31)ich
als
muozetaverdien6tbestan,
ichvildickehangetan.(Iwein2469f)
私はこれまで何度もしてきたように
またしても危険に立ち向かわねばならない。
3.2．縮約形
ここでは『哀れなハインリヒ』に見られる動詞legen,sagen,lazenの
縮約形と本来の形の使い分けを、押韻と行のリズムの観点から検討しよ
う23．ハルトマンのすべての叙事作品でlegenの縮約可能な語形は、『エー
レク』のgelegetl例を除きすべて縮約形geleit,leit, teである。『哀れ
なハインリヒ』では動詞legenは行末で押韻する過去分詞の縮約形4例
しか見られない。その’例を『エーレク』の例と並べて示すと、
32)dazersinerarbeit,
八
ihtanel6nbelibe
/dieerdaranhatgeleit,/
(19-21)
22この個所も辞書の「tuonの代動詞｣の項に挙げられている(Vgl.BMZ,III,142b,
14f)。
23ハルトマンの他の作品ではligenの直説法現在3人称単数形ligetとその縮約形11t
も巧みに使い分けられているが、当該作品では動詞ligenに関しては過去形lacが
7例見られるのみで、人称形は皆無である。
56
中高ドイツ語叙事作品に見られる表現技法
彼がそれにかけた労力が
報いられないままにならないように
33)alsslOfgelegetwart(Er.5679)
li xlX xIXxl XAI
それが計画されたとおり
32)では過去分詞の縮約形geleitがarbeitと韻を踏んでいる24．これに対し、
33)では行のリズムを整えるために本来の語形が用いられ、行の下に韻
律符合を示したように、強弱交替の滑らかな詩行になっている。
sagenの縮約可能な形については、この作品では過去分詞で本来の形
gesagetが8例すべて行末でmagetと7度、verzagetと1度韻を踏み、他
に前綴りの付いたversagetもl例magetと韻を合わせている。縮約形
geseitは行末で3度見られるだけであり、同じハルトマンでも『イーヴ
ァイン』におけるgesagetl2(うち押韻ll)対geseit23(23)25と正反対
の割合を示している。その他に、 sagetが3人称単数現在形で1(1)例、
3人称単数過去形でsageteが2(1)度とseiteが1(0)度見られる。い
くつかの例を示そう。
34)mirwartandersnihtgesaget(445:a城maget)
私に（次のこと）以外は何も言われなかった
35)dieirmirvorhatgeseit(1132:aufarbeit)
あなたがきつき私に話した（その恐ろしい苦しみ）
36)derseiteimesazehant/einselts記nem記re(184f)
xIX xIXxIXxIX八｜
その医者は彼にすぐ､さま奇妙なことを話した
34）と35)は二つの形の過去分詞が行末で押韻するために使い分けられ
24 ところで、 3行目のihtは本来肯定のerw“を意味する不定代名詞であるが、こ
こでは副文中で否定を表わす副詞的4格である。これについてはのちに触れるこ
とになる。
25武市修前掲害、236ページの一覧表参照。
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ている例である。36)はsagenの縮約形が行中に現れた唯一の例で､韻律
符号を示したように、この形で強弱交替の規則的なリズムが保たれている。
次にlazenを見よう。この語はハルトマンの叙事詩5作品で431度現
われ、そのうち、 『哀れなハインリヒ』では前綴りの付いたerl伽と
verlanl例ずつを含めて32度見られ、押韻とリズムの観点からここで考
察の対象になるのは25例である26．その中で押韻とリズムのために使い
分けられている例をいくつか示そう。先ず、不定形から見ていくと、縮
約形l伽はerlan,verl伽を含めて5度すべて行末で押韻しているのに対
して、本来の語形lazenは2度行末で押韻、2度行中でリズムを整える
のに使い分けされている。行中の2例を示そう。
37)erhiezsichlazendarin.(1259)
xIX xI ≦ |X x I X八｜
彼は自分を中へ入れるようにと求めた。
38)irsultdiemagetlazenleben.(1280)
xIX xI A xIXxl ､2，U八｜
その娘を生かしておいて下さい。
同じlazenだが、37)では幹母音-a-が2分の1音符に相当する長さでl
タクトを占め、語尾の_enにも二次強音が置かれているのに対し、38)
ではlazenが強弱の2音節でひとつのタクトを形成している。このよう
に同じ単語でもそれぞれ一行中の置かれる位置によって、韻律上果たす
役割が異なることがある。これらの個所では行の滑らかな流れを作るの
に縮約形l伽は使えない。
次に行中に現われるduに対する本来の形と縮約形の2例を比較して
みよう。
39)undlazestOunsiiberdingrap
xIXxIXxIcUxl X八’
26過去形で直説法liezの4例と接続法liezeの3例はこの観点では問題にならない
ので、考察の対象から外した。
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gestanvondinenschulden,(658f)
もしお前が私たちをお前のせいで
お前の墓の上に立たせるようなことになれば、
40)wanlastiunsslafen.(549)
xI L li x l二lx八｜
なぜお前は私たちを眠らせてくれないのか。
39)では本来の形でタクトを強弱の音節で満たし、行の流れはスムーズ
である。一方、 40)は縮約形lastが行中に現れる唯一の個所である。し
かしこの語形では1行中に音節が6つしかなく強音が連続する個所が2
個所あり、許容範囲ではあるが行の流れがぎこちない。写本関係がよく
分からないのであるが、デ・ボーア(deBoor)の版とATBの版では次
のように本来の形を採っており、 この方が39)と同じリズムで強弱交替
のタクトになる27．ところで、この例のWanは否定を表わしwar"〃〃jc/"
の意味であるが、これについてはのちに述べることになる。
40.)wanlazesinunsslafen.(549)
xlixl kxI 4 1文Al
次に、行中に現れるirに対する命令形の本来の形と縮約形の同じよ
うな例を見よう。
41)s61azetmichkeren/ zunsennherrenJ6sOKrist(806f)
xILlixl 41X八｜
それなら私をイエス・キリスト様のところへ行かせて下さい
42)s61atzaniuwernhuldenstan,/dazichouchdiubeide/
xlX xI X x I X xlズハ’
27ただし39)の例では逆にデ・ボーアの版は
undlastOunsUberdlngrap
x I 4 1ixドーxI 八｜
としているが、これは許容範囲のリズムである。
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vondemtiuvelscheide/undmichgotemiiezegeben(684-87)
この二つ［＝魂と肉体］のどちらも悪魔から引き離してこの身
を神さまにお任せすることをどうかお許しください
41)はirに対する本来の人称形lazet形が行中に現れる唯一の個所であり、
行の流れはぎこちないがこれで何とか保たれている。これに対し42)で
は逆に縮約形で強弱のリズムが規則的に交替する流れになっている28。
このようにlazenも本来の形と縮約形が押韻文学なるが故に巧みに使い
分けられている。
3‘3．否定表現
3.3.1.否定辞のみによる否定
前稿では中高ドイツ語全般に見られる否定についてまとめるに際し、
その表われが多様であるので、当該の項では独立した文と従属した文に
分けて考察したが、本稿では検討対象が一作品のみなので、 ここではそ
のような下位区分を設けないで、否定辞による否定全体をまとめること
にしたい。
先ず、否定辞のみによる否定は主文では5例、従属文では、s6¥
solchなどの具体的内容を説明する、接続詞に導かれない文で4例、否
定的内容の上位文に従属する文で否定の意味のない冗語的な否定が3例
および除外文で9例見られる。先ず、除外文以外の例をそれぞれl例ず
つ挙げてみよう。
43)daenmUentdiuweinendenkint(781f)
x I X x I L li xI XA|
そこでは泣く子に煩わされることもない
44)d6enwartirniedarnachs6n6t,
28これらの個所では、デ・ボーアは41）はこれと同じだが、42)ではlatzをlatezと
している。そうするとリズムは xIX写しlixIXl ズ八|となる。 もちろんこれ
も許容範囲である。
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sinverliiregarirbete.(1306f)
その時どれほど彼女が死を求めようとも、
彼女の頼みはまったく無駄であった。
45)swennezdirkumetOfdievrist
dazdesdeheinratist,
dnenmUezestersterben,(579-81)
お前が死ななければならないことが
どうにも避けようがないという
事態に至ったときに、
43)は主君の不治の病を治すために自らの命を差し出すことを両親に認
めてもらおうと必死に説得する娘が話す言葉の一節である。彼女は神を
自由身分の農夫になぞらえて、その方の農場（すなわち天国）では「馬
が死ぬことも牛が死ぬこともなく、泣く子に煩わされることもない」と
言う。中高ドイツ語では主文におけるenのみによる否定はほぼ、話法
の助動詞の他にwizzen,ruochenおよび代動詞のtuonに限られる。この
作品でもあとの4例はmugenとwizzenが2例ずつであるが、この例で
は一般動詞のmiiqenを否定辞だけで否定している。行の下に韻律符号
を示したように、 ここでは行のリズムの関係でnihtその他の否定語を
用いることができないのである。
44)には一行目に二重否定があるが、これについてはのちに扱うとして、
ここでは二行目の否定辞、 s1nの、eについて述べておきたい。これは前
行s6の具体的内容を示す従属文の例で、直訳すれば、「彼女の頼みをす
っかり無駄にしないほど切に求めたことは決してなかった」となるが、
前稿でも触れたように、主文にnieを含む文に従属するne+接続法の
構文ではNhd.では従属関係を逆にして訳す方がよい場合があり29、この
例もそれに当たる。
45)の2行目のratは肋"舵の意味で、ratを主語にして動詞がistで2
格をとり、例えばdeswasdeheinerslahterat(Nib.52,4b)でcmgege"w"
29前稿の例19)を参照。Vgl.Paul/Mitzka,9339,Anm
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"jc/I"z"碗αChe"の意味である30。また、この例の2行目のdeheinは否定
を表わしke胸の意味である。3行目のen+接続法の副文はそのような
否定的な内容の文に従属するもので、指示代名詞desがそれを先取りし
ている。enは冗語的な否定で、この文は否定の意味ではない。
次に、除外文について見よう。 『ザクセン宝鑑』の「封建法」第一部
には除外文は34例あり、すべて上位文の後ろに置かれていることに触れ
たが、 『哀れなハインリヒ』には後置が5度と前置が4度の9例見られる。
そのうち除外文が前置される3例を挙げてみよう。
46)irenwelletdannemeisterschaft/undiuwerrehtbrechen/
unddarzuoversprechen/beidiuminsilberundmingolt,/
ichmacheiuchmirals6holt,/dazirmichhartegemenert.
もしあなたがあなたの義務に反して医術を拒み、 （208-213）
その上私の差し出す金銀の受け取りを拒否するのでない限り、
あなたが進んで私を直してくれるほど私に好意を持ってもらえ
るように致します。
47)manenwellesirehtesrouben,
dazsidaheimenihtbeliben(1398f),
彼らの（外に出る）権利を奪おうとすれば別だが、
彼らが家にじっとしていなかった（のは当然のことです）
48)sinerkandesichvilstrte,
dazsisichsabetate(1105f)
もし彼女がしっかり決心を固めているのでなければ、
それをやめるように（強く勧められた）
46)では5行目のichmache以下が主文であり、それを限定する長い除
外文が前置されている。その理由はmeisterschaHを前行のkrafiと、さ
らに主文のholtを前行のgoltと押韻させるためであろう。このように、
押韻のために文の位置や語順がさまざまに工夫される。なお、この文に
30V91.BMZ,II1 571a,32ff
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はdanneがあるが、danneを含む除外文は9例中2例のみである31.
47)はdaz文に従属する除外文が、これも押韻のためにdaz文より先
に置かれた例である。除外文と上位文との間には原則として時制の一致
があることは前に述べたが、この例では上位文であるdaz文は過去であ
るのに、除外文ではwelleと現在になって一致していない32．これは時制
の一致しない稀な例であるが、wellenが除外文に用いられる場合はおお
むね接続法現在である。
48)もdaz文に従属する除外文が前置された例であるが、この場合は
この2行で押韻しているので、行を入れ替えても構文上も押韻の点でも
何ら差し支えないのに、このような行の並びになっている。理由は分か
らない稀な例である。時制に関しては、 erkandeは過去の主文に従属す
る間接話法の接続法過去であり、除外文の方もそれに合わせて過去にな
っている。なお、 もう一例の前置きれた除外文も押韻のために順序が入
れ換わっている33。
3.3.2．否定の重複
文法書によれば、否定の代名詞niemanと副詞nieに関して、これら
が定動詞に先行する場合否定辞がなく、定動詞が先行する場合､eを伴
う傾向が、 とりわけハルトマンにはっきり見られる34という。この点か
ら見ていこう。先ずniemanは単独で8度、否定辞とともに5度現われ
るが、文法書の説明に合わない場合が次のように3例ある。
49)mansprachd6niemanals6wol/inallendenlanden.(36f)
x I X xIX x lXxI X八｜
すべての国々で殿さまほど評判の良い人は誰もいません。
3l もう1例は注33に挙げる例である。
32 9例のうちこの個所だけ時制の不一致が見られ、あとは上に挙げた例も含めて
現在と現在が5例、過去と過去が3例である。
33zewareirenweltmirzdannewem,/s6binichzerarzenieguot.(560f)
本当に、あなた方が私にその邪魔をしなければ、私は薬にうってつけなのです。
34Vgl.Prell,@S144.
63
武市修
50)mirmacdazniemanerwern/zeware,ichenwelleerne n/
x l i x l ≦MxlX八l
minenherrenundemich.(841-43)
私が殿さまと私を救おうとするのを、本当に
誰も邪魔立てなどできません。
51)dieniemandochenm6hte/erwendennochgebUezen(552f)
xI X x I X x l≦ |え八｜
誰も元に戻せないし、改善することもできないような（心配事）
49)と50)は定動詞が先に来ていて否定辞がない場合、51)は逆に定動詞
が後に来ていて否定辞も付いている場合である35．当該個所の下に韻律
符号を示したように、先の2例では定動詞とniemanの位置はリズムの
上からずらしようがなく、 51)では逆にen-を付けることによってリズ
ムが保たれている。nieについては定動詞が先行する8度のうち6度否
定辞が現われ、否定辞が先行する例では2例ともe､が現われない。文
法書の説明に合わない例は、詩行のリズムのためである。 l例挙げてお
こう。
52)diuwoldenieentwichen/ vonirherreneinenvuoz.(306f)
x l XxMxI L I文八| |XxI XxIXxI X八｜
彼女は主君のもとから一歩も離れようとしなかった。
niemanとnieに関しては、文法書の説明がほぼ当てはまり、合わない例
はやはり韻文文学の制約のためと言える36.
次に、代表的な否定語であるnihtについて見てみよう。nihtは単独で
34度、否定辞とともに32度、さらにその他の否定語とともに5度と、も
35なお、50)の2行目enwelleのenは44)で見たのと同じく、冗語的な否定である。
36 もうl例も52)と同様に1音節の行首余剰音を置いて、次のように強弱の音節が
規則的に交替する流れになっている。
mansprachd6niemanals6wol/in llendenlanden.(36f)
x I X xI X xlixlXAI
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つとも多く用いられる否定語である。ここでもnihtと定動詞の位置を
基準に集計すると、きわめて興味深い現象があることが明らかになった。
つまり、 nihtが定動詞に先行する場合は、niht単独の否定が12度、否定
辞を伴う二重否定が4度あるが、 16例ともすべて副文である。そして二
重否定の4例ではe、がリズムを整えるために添えられている。従って、
nihtが先行する場合は原則として否定辞を伴わない単独の否定の副文で
あると言えそうである。
これに対し、定動詞が先行する場合は、単独の否定が22度と二重否定
が28度とnihtだけの否定も多いが、50例すべて主文である。しかもこ
の28度の二重否定のうち、否定辞が行首余剰音として韻律上不要である
にも拘わらずe､が添えられている場合が20度もある。従ってnihtの場
合も、二重否定はnie¥niemanと同様主として定動詞が先行する場合
に限られていると言えそうである。ここでいくつか例を見てみよう。
53)dazirmirselhezguot/zeinemmannihtmugetgeben,/
ichenmiiezeals6swacheleben,/dazichiulieberwaret6t.
そして、あなた方にとって私が死んだ方がましだと （752-55）
思われるほどみじめな暮らしをしなくていいほどの嫁入りの持
参金を私に持たせることはできません
54)swiednmichnihtenschiuhest,(422)
xMxli x l≦ ｜ 文八｜
お前は私を避けたりしないけれども、
55)s6irdochnihtenm6hte/ bene enwillenunddenmuot./
xlXxMxI二|え八l
soenw&reinnihtals6guot/ s6dazsiirswolgunden,
x l Xxlf xl X xIXAI (890-893)
どうせ彼女からその決心と意志を取り去ることができないのな
ら、彼らにとって彼女にそれを認めてやることほどよいことは
ないだろう。
53)は従属文中でnihtが先行する単独の否定12例のひとつである。この
部分はins6gr6zen6tkomen「とても大きな苦しみに陥る」というこの
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前の主文のs6に呼応する、結果を表わすdaz文である37。なお、3行目
enmUezeの文は上位文中のselhezの具体的内容を示すen+接続法でこ
の否定辞は本来の否定である38.
54)と55)の一行目は従属文で現われる二重否定4例のうちの2例で
あり、どちらも否定辞を付けることによって強弱交替のリズムが保たれ
ている39．一方、55)の3行目の二重否定は定動詞が先に来る主文中に見
られる例である。この場合、否定辞enは行首余剰音であり、本来なら
不要であろうが、それでも二重否定になっている。
nieと否定辞､eが融合したnieneについて前稿で触れたが、この作品
にはnieneは単独で7例あり、すべてnieneが定動詞に先行する副文で
ある。そのうち〃/c伽の意味のniht+neの融合形がl例あるので、こ
れを示しておこう。
56)undswennesizinallendrin/get記tekunt,dazslanin/
derstatenienevunde,/dazmansirihtgunde.(535-38)
もし彼女がこのことを3人に知らせても、彼女にそれを
認めてくれるような状況を決して見出せないだろう。
この例では最後のdaz文の内容を表わす前行のderstateが部分の2格で
nieneにかかり、nieneが"jc肋の意味で動詞vindenの接続法過去vunde
の目的語になっている。
この作品には否定語二つによる二重否定l例と三重否定が4例見られ
るので、それらを検討してみよう。
57)dieinderwerltenieman
xIXxI AxI L I XAI
37これ以外にniht単独の否定が現われる副文は274,728,947,1045,1080,1214,
1251,282,1332c,1341,399.
38 4行目のdaz文はその前の接続法の副文中のals6に呼応する従属文で、ここは
複合的な構文になっている。
39あとの2例（757と1182)も同じ理由から否定辞が添えられている。
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mitnihtegewinnenkan(443f)
xI 4 1ixIX xI XA|
この世では誰も何ものをもってしても
手に入れることができないような（もの）
58)wansidochnihtenkunden
x l i x |X xILIえ八l
irniemerwerdenanebaz(894f)
xl X x IX xlXxl文八｜
なぜなら彼らはこれ以上良いもののために
彼女を失うことはあり得ないだろうから
59)widerdenniemannihtenmac(1246)
｜ ､Z,し x I X xI X xIXA|
その方に背いては誰も何もできないお方（の御心に背いて）
60)d6niemandurchsinihtentete,(1308)
xIXxI X xIXxl､9,､,八｜
誰も彼女のために何もしてくれないのが分かると、
61)daziuniemannihtentuot(1331)
|X xIXxIX xIXA|
誰もあなたに何の害も加えたりしないと
57)のような表現ではふつうは肯定の不定代名詞manが主語になるとこ
ろであるが、それでは詩行のリズムが取れず、 niemanにせざるを得な
いのであろう。 2行目も同じ理由からnihtに3格の語尾を付けてそこ
に二次強音を置いている。
58)からは三重否定の例である。4例ともnihtが定動詞より前に置か
れた副文であるが、否定辞e、を定動詞に前接させて弱音節を補いタク
トを満たしているのである。これらの場合も、音節を満たし押韻すると
いう必要からこのような表現になっていることが見て取れる。
3.3.3．反語的な否定とその他の否定語
中高ドイツ語では否定的なニュアンスの強いselten,kleine,1ptzelが否
定語の代わりに用いられる反語的な否定が見られることを前稿で見た。
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これらの語は、本来は完全な否定を表わす訳ではないので、完全な否定
の代替表現か否かは前後関係から判断するしかないのであるが、この作
品にも否定の代わりと見ることができる例がseltenに2度、kleineに2度、
liitzelに3度ある。l例ずつ挙げてみよう。
62)diuguotemagetinliez/belibenselteneine(342f)
この優しい乙女は彼を決して一人にはしておかなかった
63)dazichifdizbr$deleben/ahtehartekleine(696f)
この世のはかない生には少しも頓着しないだけの
（分別を神さまがお与え下さった）
64)waninvilliitzeldesverdr6z,
swazimzetuonnegeschahdurchin.(288f)
なぜなら彼は主君のためにしなければならないことは
どんなことでも、決して厭いはしなかったからです。
これらの例ではselten,kleine,liitzelとも「めったに～ない｣、「少ししか
～ない｣、 「ほとんど～ない」という本来の意味でも解釈可能である。し
かしながら、これらの場面では62)は乙女が主君の身を案ずる気持ちの
強さを、 63)は彼女の浮世に対する未練のなさの強さを、64)は癩病の
ハインリヒを引き取って世話をする農夫の主君に対する忠誠心の強さを
強調するところであり、それぞれ強い否定を表現すると解釈するのが適
当である。これらはやはり、文学作品としての独特のニュアンスを込め
た表現であり、客観性が大切な法書「ザクセン宝鑑』にはあり得ないだ
ろう。
dehein,ht,ie,iemanなども中高ドイツ語独特の肯定、否定とも表わし
得る二面性のある語である。目的を表わすdaz文中で〃jc伽の意味にな
るihtを例31)で、同じくdaz文中でえej"の意味になるdeheinを例45)
で見たが、ここでieがseltenとともに用いられている例を挙げよう。
65)dervilselteniegewan/deheingr6zungemach(270f)
1■■■■■■■
これまで一度もどんな大きな不幸も味わったことがない（農夫）
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この例はeinvrferbamanを先行詞とする関係文でieもseltenも否定の
意味でvilseltenieで否定が強調きれている。なお、deheinを「いかなる」
と訳したが、この後にungemachを先行詞とする関係文が続き、それを
含めると「もっと悪い主君をもった他の農夫たちの身の上に起こったど
んな大きな不幸も」ということで、 deheinはここでは肯定の意味であろ
う。
最後にこれも語形からするとさまざまな可能性があるwanによる否
定に触れておきたい。
66)wangedenkestOansingebot？（640）
。■■■■■■■■■■■■■■■■
お前はなぜ神さまのお命じになることを考えないのか。
wanは非常に難しい語であり、wanne,wann,wande,wandなど多くの別
形があり、肯定文や否定文の限定、制限を表わして〃"〃α峨錘〃z"""ic"
q6e『〃"γなどさまざまな意味で用いられる。ところがこの例のwanは本
来wandeneが融合・短縮したもので、例40)にあったのと同じく
w”"加刀jcﾙrの意味である。この作品にはw”"〃〃jc〃のwanはこの2
例だけである。
4．おわりに
これまで長年にわたって中高ドイツ語叙事作品の押韻文学であるが故
の表現の特徴を調べてきた。それを確認するために二度にわたり、比較
の対象として客観的叙述を旨とする法害である『ザクセン宝鑑』を取り
上げ、先ず韻文で書かれた序文を分析した。今回はその最終章として、
この法害の本来の部分である散文の「封建法」の第一部の用例を詳細に
調べ、代動詞、縮約形、否定のあり方の3点から分析する作業を進め、
そして最後に中高ドイツ語の代表として『哀れなハインリヒ』に見られ
る特徴を抽出し、これまでの研究結果を確認することにした。
『ザクセン宝鑑』には中高ドイツ語tuonに頻繁に見られるdonによる
代動詞が2例あり、これは当時低地ドイツ語でも見られる現象であった
ことが分かるが、中高ドイツ語作品ではそれが大いに押韻に利用されて
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おり、 『哀れなハインリヒ』では2例と数は少ないものの、やはり、押
韻と関係していることが明らかになった。
縮約形に関しては、中高ドイツ語作品に頻出し、 『哀れなハインリヒ』
にもはっきり見てとれる、動詞legen,sagen,lazenなどの押韻とリズム
のための本来の形と短縮形の巧みな使い分けに対し、低地ドイツ語の法
害ではそのような現象はなく、むしろ、中高ドイツ語には現われない
stan,g師がもっぱら短縮形で用いられている。また、同書の中部ドイツ
語版にはl例ではあるが中高ドイツ語と同じgelegetの縮約形gelit、お
よびそれとは別の縮約形も見られたが、これらは表現技法の問題でなく
方言的な相違である。ただ、韻文で書かれた序文に本文にはないverstan
の縮約形が用いられるなど、やはり韻を踏むために詩人はいろいろな可
能性を利用することが理解できる。
否定表現では、 『ザクセン宝鑑』は否定辞のみによる否定は除外文以
外には例外的であり、主文、副文を問わず、否定辞と否定語による二重
否定がふつうである。否定語一語による否定はほとんどがnihtで、そ
れは叙述の最後に先述した対象と異なることを否定的に付け加える表現
以外はほぼ副文に限られる。 『哀れなハインリヒ』でも否定語が定動詞
に先行する場合は単独否定でほぼ副文に限られ、定動詞が先行する場合
はほぼ主文で、否定辞を伴う二重否定が多いという傾向が見られる。た
だし、 リズムを整え行末で押韻するために否定辞が加えられたり省かれ
たりと、押韻文学なるが故の現象もしばしば見られる。さらに、冗語的
否定や反語的否定など、文学作品ならではの微妙な否定表現も多く、表
現がきわめて多様である。
このような調査結果から、これまで調べてきたさまざまな表現はやは
り、押韻文学たる中高ドイツ語作品独特の技法であると結論付けること
ができそうである。
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„Häufig dient das Verb tuon zum Ersatz eines vorangegangenen 
Verbs, wo im Nhd. meistens das Verb wiederholt wird." (Paul/Mitzka, 
§386) In der mittelhochdeutschen Dichtung wird dieses Verb sehr häufig 
benutzt, und zwar zum Reimen. Meines Erachtens hängt es davon ab, 
dass tuon verschiedene Formen und reichen Bedeutungsumfang hatte 
und zum Reimen sehr günstig war. Im Sachsenspiegel findet man zwei 
solche Belege von don. Einer davon wird gezeigt: 
Ungetweider bruder kint de stat an deme lede, dar sculdere unde 
arm to samene gat; also dut de suster kint. (1,3,3) 
Hier ersetzt also dut das vorangehende stat an deme lede. An diesem 
Beleg erkennt man, dass die Funktion des Ersetzens von tuon noch 
lebendig bleibt. 
Dann kommen wir zur Kontraktion. In diesem Rechtsbuch unserer 
Fassung gibt es keine kontrahierten Formen von ldzen, legen, ligen und 
sagen, außer dass 1ft und gefeit je einmalig in seiner mitteldeutschen 
Fassung (bei reclam) begegnen. 
In dem oben angeführten Beispiel stehen zwei kurze Verbformen stat 
und gat aus stan und gan, die nach W. Grimm eigentlich vom ahd. 
stantan und gangan zusammengezogen worden sind. Diese beiden 
kurzen Formen sind aber in diesem Werk nur Ausnahmen. Hier herr-
schen andere kurze Formen: steif und geit. Die erstere erscheint achtmal 
und die letztere l 9mal, einschließlich viermaligem untgeit. Sonst kommt 
noch ein einziges Beispiel sleit (l,68,2) für sldn aus mhd. slahen vor. 
Übrigens findet man hier manchmal grammatische Inkongruenz, wie 
sie beim obigen Beispiel zwischen Subjekt und Prädikatsverb erscheint: 
Da sind die Subjekte de, sculdere und arm und kint im Plural, trotzdem 
sind die Prädikatsverben dafür stat, gat und dut singularisch, während 
diese Inkongruenz bei reclam ausgeglichen ist. 
Was die Negation betrifft, begegnen in der Vorrede negative 
Ausdrücke insgesamt 37mal, worunter die einfache Negation 22mal und 
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die Doppelnegation 15mal belegt ist. Im ersten Teil des „lantrecht" 
hingegen handelt es sich in dieser Hinsicht viel mehr um Verdopplung 
der Negation. Abgesehen von den 34mal vorkommenden exzipierenden 
Nebensätzen ist die Verneinung durch ein einziges ne nur viermal 
belegt, deren Rate in all den untersuchten 258 Belegen nur 1,55 % 
beträgt. Was die 34 exzipierenden Sätze angeht, so sind sie alle ihrem 
Obersatz nachgestellt, wie die Grammatik erklärt. 
Hinsichtlich der einfachen Negation durch ein Vemeinungswort 
erscheint nicht 31 mal. Bei 15 von diesen 31 Belegen kommt nicht nach 
der Aussage zusätzlich in der Form „unde nicht" hinzu. Unter den 
anderen 16 Beispielen kommt nicht 14mal in einem Nebensatz vor. 
nen[en] begegnet allein sechsmal, und viermal davon in einem Neben-
satz und zweimal in einem zusätzlichen Teil. Wenn man also die 
einfache Negation insgesamt betrachtet, kann man sagen, dass sie im 
Allgemeinen mit dem Nebensatz zusammenhängt. 
In Bezug auf Doppelnegation erscheint die Verbindung von nicht mit 
ne am meisten, d. i 125mal. Auf den zweiten Platz kommt die Kombi-
nation von nen[en] mit ne, 3 lmal. Die verdoppelte Negation findet man 
sowohl im Hauptsatz als auch im Nebensatz. Sonst ist die dreifache 
Negation als Verstärkung dreimal belegt. 
In den fünf epischen Werken Hartmanns von Aue wird tuon 747mal 
verwendet und dient in verschiedenen Formen zum Reimen. Im Armen 
Heinrich wird es verhältnismäßig selten gebraucht, d. i. 42mal in 15 
Wortformen. Darunter spielt es zweimal die Rolle als Ersatzverb im 
Reim. 
Zum Reimen wird hier von den vollen und kontrahierten Formen der 
Verben lazen, legen und sagen zweckmäßig Gebrauch gemacht. Bei 
lazen steht die kurze Infinitivform !an in allen fünf Belegen am 
Versende, die volle Form lazen dagegen je zweimal im Versinneren zum 
Rhythmisieren und am Versende zum Reimen. Seine anderen Formen 
werden auch zu demselben Zweck geschickt unterschiedlich benutzt. 
Bei legen begegnen bei Hartmann die kontrahierbaren Formen außer 
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einer einzigen Ausnahme im Erec immer kurz: als gefeit, feit und leite. 
Im Armen Heinrich ist es nur viermal als partizipiales gefeit im Reim 
belegt. ligen kommt hier nur in der präteritalen Form lac 7mal vor und 
spielt keine Rolle zum Reimen, während es in der Form lit in seinen 
anderen vier Epen 20 von 27mal zum Reimen dient. 
Bei sagen werden hier seine volle Partizipialform gesaget und deren 
kurze Form geseit geschickt zum Reimen benutzt: gesaget steht in allen 
acht Belegen am Versende und geseit kommt ebenfalls dazu dreimal ans 
Versende. Hier steht die Rate von gesaget und geseit gegenüber dem 
!wein umgekehrt: Im !wein stehen sie im Verhältnis von 12 ( 11 im 
Reim) zu 23 (23). 
Die einfache Verneinung durch die Negationspartikel findet sich 1m 
Hauptsatz fünfmal, und davon steht sie viermal in Verbindung mit 
Modalverben. In einem anderen Fall ist es wegen des Versflusses 
unmöglich, durch ein anderes Wort zu verneinen, wie folgendes Beispiel 
zeigt: 
da enmüent diu weinenden kint (781f) 
x I x x 1 .:. I* x I x /\1 
Diese einfache Negation ist in Nebensätzen 16mal belegt, inklusive 
dreimaliger pleonastischer Negation und neunmaliger exzipierender 
Sätze. Unter diesen neun Belegen ist ein exzipierender Satz viermal 
dem Obersatz vorangestellt, was im Sachsenspiegel nie vorkommt. 
Diese Reihenfolge kann außer einer Ausnahme um des Reimes willen 
nicht anders sein. 
Nach der Grammatik gibt es in Bezug auf die Verneinung durch 
nieman und nie eine offenbare Tendenz: Wenn das verneinende Wort 
dem Verbum finitum vorangehe, könne ne entbehrlich sein, und im 
umgekehrten Fall sei die Verneinung durch ne erwünscht. Dies gelte vor 
allem für Hartmann. Es gibt im Armen Heinrich drei Fälle, wo diese 
Regel nicht gilt. Das bezieht sich alles, wie das folgende Beispiel zeigt, 
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auf die Reimdichtung. 
die nieman doch enmöhte / erwenden noch gebüezen (552-53) 
x I x x I x x 1..: I* Al 
Schließlich wird niht betrachtet. niht erscheint allein 34mal, in Verbin-
dung mit ne 32mal und mit einem anderen Negationswort fünfmal. 
Wenn niht dem Verbum finitum vorangeht, handelt es sich in allen 16 
Belegen um den Nebensatz. In vier davon kommt die Negationspartikel 
zum Rhythmisieren hinzu. Wenn das Verbum finitum vorangeht, geht es 
in allen 50 Belegen, die 22mal mit niht allein und 28mal mit niht und 
ne negiert sind, um den Hauptsatz. 
In den letzteren 28 Belegen steht die Negationspartikel 20mal im 
Auftakt, obwohl sie zum Rhythmus gar nicht nötig ist. Dem folgenden 
Beleg kann man diese Verhältnisse entnehmen: 
sö ir doch niht enmöhte / benemen willen und den muot. / 
xlx x I x x 1 ..: lx.AI 
so enwrere in niht alsö guot / sö daz si irs wol gunden, 
x I x x lx x I x x I x Al (890-893) 
Im Armen Heinrich erscheint außerdem die Negation durch kleine, 
lützel, selten usw. Im Vergleich mit dem Rechtsbuch, wo es auf exakte 
Ausdrücke sehr ankommt, kommen in der gebundenen Dichtung viele 
gewählte Ausdrücksweisen vor, die unter erlaubten Bedingungen im 
Reim und in schönem Stil gemacht werden. 
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